
■青色21ネットへ ■マスコミ報道へ

『IT化』と『会財政の確立』　　

大きな難問を解決すべく浜松で『サマーセミナー』を開催!! （平成22年8月26～27日、浜松）

　去る8月26～27日、静岡県浜松市の浜松青色会館(浜松西青色申告会)において、”IT化の推進と会財政の確

立”をテーマに『サマーセミナー』が開催された。

　多くの青色申告会が直面している指導体制のIT化と財政問題。この難題に対して積極的な取り組みを考える

全国17の青色申告会が参加した。

【参加会】　（北より）

　杉並会、小田原会、伊東会、沼津会、富士宮会、三島会、吉原会、浜松東会、浜松西会、中川会、福山会、

　広島県連、広島西会、尾道会、小倉会、西福岡会、宮埼会　（合計17会　＊県連含む）
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【講師】

　・青色21ネットワーク研究会　　　特別顧問　　　　吉田文一

　・青山学院大学法学部　　　　　　教授　　　　　　三木義一

　・社団法人浜松西青色申告会　　　専務理事　　　　伊藤升吾

　・東京アイシーエス株式会社　　　常務取締役　　　高澤慎司

　・株式会社グッドウィン　　　　　副社長　　　　　梅津明美

【セミナー内容】

　～　1日目　8月26日(木)　～

　研修1では、 吉田文一特別顧問が、今後の青色申告会の展望を述べると同時に、各会の役

職員が一丸となり努力することが必要だと力説した。

　研修2では、浜松西会伊藤専務理事より、『IT化の推進と必要財源の確保』をテーマに講演

が行われた。青色申告会会員のニーズは”迅速かつ正確な指導”である。また、税務当局が

推進するe-Taxの普及は各会にとって大きな課題となっている。これらの要望・課題に応える

ためには適切な指導ソフトの導入（IT化）が不可欠である。しかし、多くの会ではその導入に

必要な”財源”の確保が難しい状況にある。この相反する難問への”解決案”が、本日紹介す

る”AO21ITサポートシステム”と”AO21保険サポートシステム”であると述べた。

　研修3～5では、その”解決案”についての具体的方策が説明された。

　～　2日目　8月27日(金)　～

　研修1では、前日の研修内容でもある”財源確保”をより推し進めた『会財政の確立と新た

な事業収入の確保』をテーマに伊藤専務理事より説明があった。ここでは、これまで全くな

かった新しい形の事業収入形態が示された。この新システムが円滑に運営されれば、前日

の課題でもあり、各会がもっとも頭を痛めている財源についての”特効薬”になるのではと期

待される。

　研修2では、『日本の将来と税制改革』と題し、特別講師である三木義一先生よりご講演を

頂戴した。

　国の収入である”税金”。この”税金”を国民から徴収する際、もっとも必要なことは政府と国

民の信頼関係である。この信頼関係を通じてこそ、様々な税制体系の見直しを図ることが出

来るようになり、延いては日本財政の健全化につながるのではないかという内容について、

実際の事例を交えながら、分かり易くお話いただけた。

　2日間に渡り開催された『サマーセミナー』であったが、多くの会が参加し、大変有意義なも

のになったのではないだろうか。時代の変貌とともに、青色申告会もその姿を柔軟に変えて

いく必要性がある。今後も納税者にとって、”親しみやすく信頼できる”組織でありたいもので

ある。

●ご意見・ご質問などお気軽にお寄せください。
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